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1．選ばれた昆虫90種の内わけは次のとおしﾉです。

濤竿檸承
トンボナナフシ

カマキ リバッタカメムシカゲロウガアリアブ

ゴキブリ

15（種類) ･ 3 8 1 112241853

取りあげなかった虫がたくさんいることも，心にとめておきましよう。

2．種類ごとに次のような項目で解説しました。

（~蒔一爾~)成虫がよく見られる期間を示します。

で塲~所~)地名でなく，住んでいる環境を重視しました。

〔澪~読~)生活史や生態など,探し方のヒントが記してあります。
（~画充至~)分類上の近縁種に限らず,見かけ上の類似種も取り上げました。区別点は最も簡

単なものを1～2点あげるに留めてあります。

大きさは図鑑からの引用が多いのですが，○～○mは変異の幅を,OmInは平均値を示し，

統一されていません。いずれ本県産の標本に基づく測定値が必要と思います。

色の記述はあまり忠実でなく，一見した感じを主にして略記しました。

3 0種）の中に選ばれていない種で，

の目録を後に付けてあります。

j]<昆虫の形〉

この解説集に取ﾚノ、路傍300種(昆虫90種）の
あげた種（153種）の目録1

〔用語などの解説〕

合・手一＄（おす），早（めす）
しょくそうしょくじゅ

食草・食樹一幼虫が食べる草や木。

例．アケハチョ

鋤虹国測幼＄

〈昆虫の一生〉

⑨．〃
↓孵化一卵の殻を破って幼虫が出てくること。

く跨燃ぅ〉
↓雛－古い皮を脱ぎ捨てること。

Q語茄亜,
カブトムシは3齢

モンシロチョウは5齢のように

種類によってちがう。

二
価颪フー目録番号178~230は完全変態の昆虫。
(筬軍フー〃」41~177は不完全変態の昆虫。

－58－
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取り組みの手引き

昆虫の探し方のこつ（5つのポイント）

1．虫が1年をどう過ごしているか（周年経過）を知る。

篭毒
■■

3齢幼虫

亀浄e蓮 珠二二一一

ノーO

虫より数は多い0
3．虫の食べ物を見つける。

5．虫の生活のあとに目を

つける。

新しい虫食いあと，糞

など｡巣やぬけがらも。

4．虫の日課表を知る。

食事 ひるね食事･産卵

虫を育ててみましょう。

虫をつかまえたら，ピンやポリ袋に入れて持ち帰り，飼育してみましょう。

ヤ ゴ チ ヤ 入れないで，1匹ポリ諾ふたにガーゼを＋_ィ

袋に入れて持ち帰り，飼育してみましよう。虫かごにゴチ

ポリ袋 ふたにガーゼを
〆’－11へ！_L壱ナイロンストッキングをはる

一
一
尽

はる

ル

を

ァ
で

グンキツトスンロイナ

水
ホ
発

るけ

を
Ｉ

紙
ブ
方

を
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リ
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く
シ
い

一
ま

ち
敷
力
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ガにた｝
心

イ
の

ア
で

草
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牽
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Ｏ

Ｌ
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こ

１
ま
ま
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。

，
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で
た
運
の
大
で
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け
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右
も
情
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つ
態
は
最
愛

れ
を
状
方
，
の

人
枝
い
い
し
ヘ

ャ
や
し
飼
だ
虫

チ
葉
涼
な
た
，

ゴ
つ
く
単
・
は

ャ
ず
暗
簡
す
と

ずつ葉や枝をつけたまま，荏
暗<涼しい状態で運びます。

簡単な飼い方は右の通りで

虫を飼う。

死んだ虫は標本に

体が柔いうちにポリ袋に入れて冷凍（解凍すればいつ

でも標本が作れる）→針をさして10日位乾燥(右図)。薬

品不要,ゴキブリに注意→発泡スチロール箱にガラスを張

って標本箱にする(ナフタリンを入れる)。標本は虫めが

ねでじっくり形を調べる時にどうしても必要なものです。

卦 ⑰茨P
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141ハグロトンボ（カワトンボ科）

時期5月中旬～10月

場所水草の多い，ゆるやかな流れのほ

とり。土手にやぶのあるところ。平地～低

山地。

解説水面の水草や，岸辺の草などにと

まり，ときに水面をすいすい飛ぶ。

“おはぐろとんぼ”が別名。

似た虫アオハダトンボ：県内では大口

市と栗野町（絶滅？）だけでとれている。

5～6月にしかいない。もっと産地を探し

てみよう。

60w!筑予夕

ー

企は金縁色

早(散爵､褐色鑿 伽
云ｶ虫のぬけ
(ヤブ，､）

色
色

Ｆ
同

締
金

著
罵

１
３

０
年アオハダトンボ

142ニシカワトンボ（カワトンボ科）

時期3月下旬～6月。4～5月に

多く，春～初夏の山歩きの時，よく目

につく。

場所山地の渓流ぞいの林間に多い

がゥ低地の人家周辺でも清流があれば，

かなり普通に見かける。

解説川くりの低木やスギ林の中な

どにとまっている。人が近くを通ると

飛び立つが，すぐにとまる。ヤゴ（幼

中）は水草や岩にくっついている。

似た虫ミヤマカワトンボ：より大

型で谷川（上流）の水面近くを飛びま

わっている。

早の羽'3唾

粉合はのら白

鼎4．2～54科“一

トンボの目玉

十
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｗ
叩
弐
さ
行
‐
‐
・
Ｉ
〉

143キイトトンボ(イトトンボ科）

時期5～10月，とくに7～8月に多い

場所平地の水草の多い池や沼によくみ

られる。

解説水辺の草によくとまる。

似た虫黄色のイトトンボは他にいない

このほ.か，濃いオレンジ色のリュウキュ

は17種いる。虫めがねを使って区別してみ

○

○

ボ類トトンボも多い。県本土のイトトン濃いオレンジ色のリュウキュウペニィ

虫めがねを使って区別してみよう。
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144クロイトトンボ（イトトンボ科）

時期3月下旬～10月に多い。年内に2世代目

が羽化するらしい。

場所平地の水草の豊富な池や沼に普通。

解説水面すれすれを活発に飛び，表面の水

草にとまる。舎早がつるんだまま水中に入り，

水草に産卵する。

似た虫オオイトトンボ(やや多い)，ムスジ

イトトンボ(多い)，セスジイトトンボ(少ない）

145タイワンウチワヤンマ(サナエトンボ科）

時期5～9月

場所平地のやや水草の少ない池沼に見られ

る。さつま湖，池田湖などから各地のかんがい

用ため池にいたるまで広く生息する。

解説池のほとりに立って湖面をながめてい

ると，岸辺にそうように“おまわり飛行”をし

ているものと，棒ぐいなどにとまっているもの

がみつかる。

似た虫ウチワヤンマ（サナエトンボ科）：

藺牟田池，平田池（姶良町）などにいるが，県

内の知られた産地は少ない。両種が混生したら

どうなるか。

唾
一

~＝

一匹】

①

号葉昌‘

閲
頭を上からみろと‐喫里雲jZ立皇三~=うちわ"のように

職幾
一十(W-エトンI">(ﾔﾝﾏ料）

目玉が‘雛1(ている．目玉が‘くつつ11ウチワヤンマ
ていろ.(例.ギンヤンマ）

匿匿頚
錘

ヤマサナエ

迩 斜に"肌・工膨
キイロサナエ

146ヤマサナエ（サナエトンボ科）

時期4～6月。5月上～中旬に多い。

場所平地。低山地のゆるやかな流れの川く

り。耕作地や人里でもよく姿を見せる。

解説県本土のサナエトンボ科は17種いるが，

本種は平地の大形サナエの代表種。山間の渓流

にも美しい小・中形種がすむ。夏休み前にはい

なくなる種が多いので“早苗”のころに思いだ

してほしい。

ヤゴは砂泥の中に目と腹端だけ出して潜って

いる。溝川の岸辺でぬけがらも見つかるはず。

以た虫キイロサナエ：少ない種らしいが， 5月下旬～6月上旬にさがせば……。
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147ギンヤンマ（ヤンマ科）

時期4月～11月

場所水草の多い，明るい池や沼，水田や溝

などで羽化。水辺を離れた畑などにも見られる。

解説卵は17～18日でふ化，幼虫は13回脱皮

して14齢となり，300～330日かかって成虫にな

る。初夏に産まれた卵は翌春にトンボになるは

ず。しかし，本県ではまだ卵から成虫になるま

で飼った人はいない。

似た虫クロスジギンヤンマ（4～6月）

傘
０
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
母
○
９
《
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
心

蕊

148オニヤンマ（オニヤンマ科）

時期6～9月

場所平地や山地の小川，湿地

など底が砂泥質の水たまり。よく

路上を往復して飛ぶ。

解説左右の目玉が1点で接し

ている。幼生期は2～3年。

似た虫名前の似ているコオニ

ヤンマ（サナエトンボ科）は左右

の目玉が離れている。

ミナミヤンマ：羽の前縁に黒条

がある。

言＝
延篁．

鍵章恥
〃

(KENNEDY、1915→石田．1969）

149ハラビロトンボ（トンボ科）

時期4月下旬～9月

場所水草の多い平地や沼。ちょっとした湿地にも

生息するが，近年は休耕田などでも発生している。

解説池沼の中や周辺の草などに，よくとまってい

る。名前のとおり腹部が幅広くやや扁平なのですぐわ

かるが，おすは成熟すると色が変わるので要注意。

似た虫オオハラビロトンボ：古い樹林に囲まれた

古い池にすむ。加世田市などに少数の産地がある。

糸
１
１
１
画
↑
ヨ
ヨ
ー
‐
ｌ
寺＃

ワ
ヤ
ジ
癌

;§
オオハラビロトンボ（8）

若い＄成熟した9
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150シオカラトンボ（トンボ科）

時期早ければ3月下旬。普通は4

月から羽化，10月頃まで見られる。

場所池，湿地の水たまり，水田，

溝川などの水中で幼虫が育つため，低

地の人里にも多い。

解説若い舌は字に似るが成熟する

と白粉をふいて“塩からとんぼ”の姿

になる。羽化後何日目あたりからだろ

う。早はムギワラトンポ。 本
11－分

似た虫ハラボソトンボ：霧島や指

宿などの温泉地に多い。

シオヤトンポ:3～6月のみ｡－_Zf･ﾘﾉ（

吟--6V～83拭帆一一今

淳涛室
古：｡ラォカラトンホ.､'′

鞭崖
７Ｗ《

″

ロ
ー
ヮ

１
ヰ
ク

ー
レ
）￥

、
／
、
〃
必

ー

教かっ色

早:診△ギワラトンボ''’ 少
ｊ
ｊ
Ｊ

…一二茎笙隠診
ハラボソトンボ(8）

睡亟）

151オオシオカラトンボ（トンボ科） ←－－ワ7～gワ祠汎一

時期5～10月

場所林縁の浅い池，水たまり

や流れのゆるやかな溝川のあたり

に多い。人里にもよく見られ，庭

の池にやって来る。

解説シオカラトンボとの住み

場所のうばい合いはないのかな？

似た虫コシアキトンボ：池の

上を往復している。

銘 雛

コシアキトンボ

153ウスバキトンボ（トンボ科）
ぞ

時期5～12月 才毛ぱぁ､霜塁藤ボｨ・
NI,ン

場所池，水田，溝川，プール，貯水槽・盆卜州､”'藍(･ﾌ､､千γ

などで発生し，水田，校庭，川の堤防など

の上を群れをなして飛びまわっている。

そ一一一83～87句制一→

解説冬には死に絶えて，毎年，春～夏

に気流に乗って飛来し，秋まで発生をくり

返す。むし暑い南風が吹き込んだ翌朝，び

っくりするくらい数が増えていることがあ

る。卵から1ヶ月で成虫になるらしい。

似た虫ハネビロトンボ：ウスバキトン

ボに混じってゆうゆうと飛んでいる。

(成熟令13赤n斗が
泳ぐなる.）
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152マユタテアカネ（トンボ科）
ｰ3s両へ－

時期

場所

解説

ぬくと

鮮やか

になっ

もどる

6～11月

木かげのある池など。

「おのが身に秋を染め

アカネトンボの見分け方

乞一→

画

Ｉ
Ｌ
聯

鰯‘鋼'…”
マユタテアカネ

星も管通．↓，
し

アキアカネ応>や‘ｼ命ぃ “
巴の

11

↓ ヒメアカネ

傳霧g
1力1.､あるノ

平溌に’11 コノシメトンボ ナツアカネ
ツ。11,

(I、

熟 膳＊
タイリクアカネリスアカネ

（8交j名記芳の図は

平爽Iミヲ11 壇'才u』ﾙと!こ‘秋にl平爽に’'1．日浦・’977による）

155ハッチョウトンボ（トンボ科）

時期5月中旬～10月中旬。最盛期は5月下旬～8月。

場所明るい湿原，水源に近い休耕田や湿田。市街地で‘

も造成地の草の繁った水たまりなどで見つかることもある。

解説雌雄とも体長2cmぐらいで，トンボ類（イトトン
錠

ボを除く）では最も小さい。

似た虫いない。

年公

職

、
褐色

美しい鮮紅色

（若い時は橿黄色）

154チョウトンボ（トンボ科）

時期6～9月。数の多い時期はやや短い

ので注意。

場所平地の水草の多い池や沼，湿地，溝

川などに多い。

解説羽化後まもなく若いトンボは，近く

の樹林の上をひらひらと蝶のように舞ってい

る。成熟した8は水辺にもどり，水面の上空

1～2mのあたりを飛びまわり“なわばり”を

つくる。羽も体も黒っぽいが，よく見ると美

しい金属光沢がある。腹長22mm内外。

似た虫いない。 新緑の上を青空をバックに軽|宍に舞う。
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156カマキリ（カマキリ科）

捌塑’
り．

こく，！ ／冬。
、

／、

蝿

8～11月

現るい草地，

叩のう（卵0
W要り一壷寸_一､_

草
合

1''1．詞

F角I工信

嘘

ノ
うU個

國回

雰
比
ヨ

158エダナナフシ（ナナフシ科）

時期6～11月卵越冬

場所森や林の樹上，低木上に多い。

解説幼虫はノイバラ，ウメ，サクラ

の葉

全土

；
〃

！

、
ｌ
Ⅲ
ｊ
＃

59毎m 『8F句須し

危
牛
Ｉ
』
官
負
’
し⑤

キ
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15フサツマゴキブリ（マダラゴキブリ科）

時期1年中見られる。

場所森林やその周辺の倒木，朽木の樹皮の下。南方

系で南九州，四国足摺岬以南に分布する。家屋内には入

らない。

解説“サツマ”の名がついているが，本土の海岸ぞ

いの樹林だけに住むのか？探してほしい。卵胎生で，卵

塊の先は一時腹端からあらわれるが，やがて母体の中に

収まり，ふ化した幼虫は母体から出る。幼虫は水泳が好

き。美しく（？）飼いやすい虫。好物の餌は？

似た虫オオゴキブリ：朽ち木の中に潜入している。

卜
１
１
’
卿
Ⅵ
＃
い
、
朝
導
》
‐
し

I

オオゴキブリ

159クツワムシ（キリギリス科）

時期8～10月卵越冬。

場所堤防や林縁のやぶにいる。

解説夕方から夜に鳴く。

ガチャ，ガチャ，ガチャ………

カシャ，カシャ，カシャ……
合

〃

〈調べてみよう＞どちらが多いか？声の

分布図を作ってみよう。

カチャ，カチャ，カチャ……

ギュルルルル…………

ﾉﾐ鰯
似た虫タイワンクツワムシ：客

8～11月，成虫越冬。暖かい夜は正f暖かい夜は正月にも鳴く。

:頚 見つけ提ら連繭谷罰て~E~E

診零零
エンマコオロギ制博物槐

エンマコオロギ（コオロギ科）

時期年1回8～11月。卵越冬

場所いも畑の中やｩまわりの枯れ草の下など。

160

奄夛

解説「コロコロ………リー」と鳴く

似た虫タイワンエンマコオロ

：「リー，リー」または「リリ

リッ，リリリリッ」と鳴く。幼

越冬。南方系の種。

ギ
リ
虫

ンエンマ

ギ

ノ

(159,160の図は

日浦勇，1978による）
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161ショウリョウバッタ（バッタ科）

時期成虫は年1回，7～10月に見られる。

場所川の堤防，路傍の草地，畑のまわり

など，やや乾燥した草地。

解説@は飛ぶ時に，前羽と後羽を打ち合

わせて“キチ，キチ，キチ……”と音を出す。

手は長くて太い大きなバッタ。“精霊バッタ”
幕色が緑

の名はどこから？
（中間里

似た虫ショウリョウバッタモドキ：やや

湿った草帯に多い。発音はしない。や坪'''さ

←一一姑-52痂伽一坪下の3鞭

へ

ー32～S，ﾙ"《か1一
や坪11Iさくて1

菅すじ'"V'ず、す<'､
足が､‘ｼ-し蝿11‐

…

162オンブバッタ（バッタ科）

時期6～11月

場所畑や土手，家のまわりの草地。

解説旱にくらべて8は小さい。運動は

不活発で，3が早におんぶされるように乗

っているのをみる。野菜やサツマイモの葉

なども食べる。

､

体色Iま

緑色のものが､う'1
蕪色‘7も仇て笏3

ヘ
ー
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
上
胸
自
曳
１
１
１
１
’
し

千
１
１
胸
的
堂
且
’
’
七

曲
Ｉ
Ⅶ
側
柵
Ⅲ
Ｉ
‐
合

ダ

似

；画淵；ア
ヘ
６

見
隅 柵ま

バッタ

163トノサマバッタ（バッタ科）

時期一般に6～11月に成虫が見られるが，

暖地では冬を越している成虫もいる。春にも探

してみよう。大部分は卵越冬？

場所草地，荒れ地にはたいてい住んでいる。

海岸近くから耕作地,山地まで，イネ科の草地

に見られる。

解説敏感でよく飛ぶ。＄も手も，前羽と後

足をすりあわせて“シュル，シュル”と低い音を

出す｡1986年馬毛島で大発生した。

似た虫クルマバッタ：草地に住む。一ノ

秀同し

頚 鍵夢
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164ツチイナゴ（バッタ科）

時期9～10月に羽化して，成虫で越冬，

翌年の春をすごして7月までいる。

場所畑のまわりの草地や人里の草地。

似た虫トノサマバッタ，イナゴ類

1--－ぼくはケラ，300種に入れなくて残念！

赤茶色

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

←30～35mm→
土にトンネルを

掘ってすむ。

「ボー」と

低い声で続けて

鳴く。
蕊

165ハネナガイナゴ（バッタ科）

時期8～11月，卵越冬。

場所水田，畑地，低地や平地のやや湿った

草原。

解説あぜ道や畑のまわりを歩くと，勢い良

く飛んで逃げる。イネやススキなどの葉にとま

ったときは，すぐ葉のうしろにかくれる。

似た虫コバネイナゴ：昭和30年代ごろまで

は水田に多かったと言われているが，現在は，

紫尾山，栗野岳，千貫平など山地帯でしか見つ

かっていない。はたして平地の水田にはいない

のか？

昔食べでいたのはこのイナゴ。ハネナガイナ

ゴとは羽の長さで区別するが，区別できない場

合もあり，交尾器などの比較も必要である。

小
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
の
里
Ａ
ｆ
・
約
小
○
文
身
１
１
中

↑
ｌ
の
誤
ｉ
・
和
も
２
１
↓

く
〃
峪
川

、

ハネナガイナゴコバネイナゴ

(キリギリス科）166キリギリス

時期6～9月

場所川の堤防，

など，日当りのよい

解説昼間に“チ

鳴く。耳をすませて

きやむ→かけよる

いて逃げるので～す

似た虫ヤブキリ

剴地0

普通。

とゆぎ

み上』

出道のま

雪f I h 琶

…
、
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167アオクサカメムシ(カメムシ科）

時期夏～秋に多い。

場所水田や畑の周辺，休耕田，草地。

解説最も普通な雑食性のカメムシで

各種農作物を食う害虫。体色は緑色が基

本型でほかに黄色型，黄色に9個の緑の

紋がついた型がいる。

似た虫ミナミアオカメムシ：イネの

害虫。

ミナミアオカメムシ アオクサカメムシ

小
１
１
１
Ｍ
～
伯
、
ｌ
‐
１
１
〃

鹿児島にはわ
｢アマメがフを笑るた」
（ゴキブリ)(カメムシ)(笑った）

という言葉がある。

、

カ
メ
ム
シ
の

に
お
い

ｆ
管

、
ミヘ』

、
陽
一
聖

臭
貯

168ホソヘリカメムシ(ヘリカメムシ科）

時期夏～秋に多い。年2～3回発生す

場所アズキ，ササゲ畑にたくさんいる

マメ科食物，イネ科植物の多い畑，草地，

れ地。

解説ときどきイネやダイズなどについ

いる。幼虫はアリに似ている。成虫は飛ぶ

がハチに似ている。

似た虫いない。

認殉

90種番外の美虫

ワスジカメムさ
'ジンな〆七Ij週0

169アメンボ（アメンボ科）

時期成虫で冬を越し，4月頃から水辺にあ

らわれて，10月頃まで見られるが，冬はどこに

いるのか不明。

場所流水（川）でも静水（池，水田）でも

住んでいる。

解説水面に浮かんでいる小虫，魚の死体な

ど動物の汁を吸う。英名はpondskater

（水たまりのスケーター）

似た虫ヒメアメンボ：水田や水たまりに多

い。オオアメンポ：木かげのある水の澄んだ池，

小川にいる。中足で8cmはあるから，すごい大

きさ。

"体の下や足先にJI，も
がび､っしり生え,ている
から,表面張力によって
木に浮いて'､ろのだ､、
－‐‐一一二一一一

‘中足乞
ユ

NJIヘ

犠足1才 "､じ

爾朧、

W
＄

ヒメア アメンボ

一
似
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170アブラゼミ（セミ科）

時期7月上旬～9月下旬

綱嶋:蹴り淵M撫丁製峨

終嶋:l:::::馳鵬票|丁欝宜↑
場所古い木の多い住宅地，公園，神社など。

解説サクラ，ナシなど好きな木がある。

幼虫は2～5年地中生活をする。セ

似た虫いない。

↑
１
１
ｌ
い
○
、
劃
寺
戸
１
１
１
１
》

ｾﾐの早'まみ入り鴫ｩ､9ハ

牛
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
い
い
Ｉ
一
Ｗ
・
丑
当
《
．
ザ

171クマゼミ（セミ科）

時期7月中旬～9月下旬

初鳴：1967年7月21日終鳴：1965年9月24日

1968年7月18日1968年9月21日

1969年7月13日1970年9月29日

1970年7月8日1979年9月24日

1971年7月3日$早の区別

1973年6月28日腹面を見ると……

濤1974年7月18日弁と腹端の形ですぐ分かる。

1978年7月20日@の腹が大きいのは……

1981年7月20日ドラムの共鳴室があるから。

1990年7月13日

場所センダン，カキ，サクラなどに多い。

海岸近くの低地のセミ。標高何mまでいるか？

似た虫ミンミンゼミ：鳴き声も姿もまるでちがうが

基音はよく似ているらしい。（八重山諸島のヤエヤマク

はミーン，ミーンと鳴く）。ミンミンゼミはクマゼミに

けて，山地に退却したという説がある。8～9月上旬。

ミーン,ミXミントミンミー

ト
ー
１
１
。
↑
凹
凸
再
司
《
．
１
１
１
十
季
１
１
・
四
四
ｌ
い
可
１
上
Ｉ
Ｉ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｗ

ダ

’すげめと

蘭冬リをの13ｵ・
○

マゼミ

鳴き負

｜
」

172ニイニイゼミ（セミ科）

時期6月下旬～9月中旬今イ．．･･･・ジー･･･
ニーィ・・・・・ジ､一．．

初鳴:1972年6月22日(鹿児島市）

慌駕鰄喝鑓、1974年6月22日(鹿児島市）

終鳴:1981年9月15日(入来町）

場所庭前のビワ，ウメ，モモ，サクラなど。低地～山地

解説一匹で鳴くより，合唱することが多い。幼虫期は4

似た虫いない。

－70－



173ハルゼミ（セミ科）

時期4月中旬～6月

初鳴：1959年4月12日(指宿市）

1977年4月10日(指宿市）

終鳴：？年6月X日→調べてみよう

場所各地のマツ林。

解説一番早く鳴き出すセミ。

マツ林の農薬散布にも負けず？

似た虫ヒメハルゼミ：6月下旬か

7月中旬に，古いシイ・カシの樹林で

合唱をしている。夏休みにはいない。

エゾハルゼミ：5月下旬～6月下旬ド旬～6月下旬。 紫尾山，霧島の高地。

174ツクツクボウシ（セミ科）

時期7月下旬～1()月

初鳴：1967年7月24日(鹿児島市）終鳴:19

197 2 年 7 月 3 1 日 ( " ) 19

1973年7月25日（〃）

1974年8月5日（〃）

1980年8月8日（〃）

場所人里から山地まで，各地にいる。

サクラ，アカメガシワなど好きな木があるら

“ツクツクホーシ”とくり返す回数は？

12回,17回,19回,20回,21回,29回（最高

1匹1匹’匹’匹2匹1匹乳

あなたの近くのセミは何回が最高？地域によって

ちがうかもしれない。

似た虫ヒグラシ：標高200～300m以上の樹林に

多い。山のキャンプ．地で夕方鳴く。今にも降り出し

そうな山道を急ぐ君の耳にきこえるか？“ケケケケ

'……･･'’6月中旬～8月。スギ，ヒノキ林。

‐一一~~~~~~－－~~一一一一一一一ー一~ー~一一一一一一ー一一~一←ー一ー1

”児島県鍾ｾﾐ'…で'‘…県雲雪に臆ここに網術し淀，罎画煽域…にい尋｜クロイワツクツク（8月中旬～10月中旬）を入れて10種になります。
一
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シ 【 】

1ｱ5アオバハゴロモ

時期7月～9月。年

場所路傍や人家周辺

縁，伐採地など。

解説6月～7月，白

が群れをなして低木の若

いろいろな広葉樹につく

成虫は枝に群生して植

物のつぼみのように見せ

かけ，外敵の目を逃れる

というが……？

似た虫ハゴロモ科の

'

176シロオビアワフキ(アワフキ科）

時期春～初夏はあわ吹き生活の

幼虫。7月～9月に成虫がいる

場所ヤナギ，バラ，サクラ

イチゴ，クワ，ブドウなどの若

い茎から汁を吸う。ヨモギなど

草にもついている。

解説成虫はピョン，ピョン

似た虫ヒメシロオビアワフ

が細い。いろいろな種類がいて

い･セミの親せき。

シ【_】

ヨ帯

しろ

,月唄乃加
？痩せαｽ,I

177タイコウチ(タイコウチ科）

時期春～秋に多い。 約
3

場所池沼，水田，小川，用水路。c、

解説ｵﾀﾏジｬｸｼやﾒグｶ,l

懸駕蒻雷扉麗筐."l
2本の呼吸をするための尾を持って長い
いる。し っ

似た虫タガメ：池沼，小川に住

む。8～10月水銀灯に飛んでくる。

成虫は秋になると池や川の近くの土

手に上がり，枯れ草の下などで越冬する。

－72－

鱈

よりひと

小さく，

リしてい

瓜

子供じゃないよ.ノ

鎌のような前足

約
5

，

6．5

m

タガメ

色は褐色

体は小判型で

平たい



178ヤマトシリアゲ（シリアゲムシ科）

時期4月～5月，7月～8月，9月～10月（？）

場所樹林周辺，林間の山道，やぶなどでよく出合う。

解説木もれ日の中をピラピラピラ……と飛んで葉上

にピョコンと止まる。腹の先をサソリのように曲げてい

るが，刺さない。口もとがっているが，ストローのよ

うに吸うのでなく，口先で噛んで小動物（虫，カタツム

リ，ミミズなど）の死体やキノコなどをたべる。

羽のもようには変異がある。

似た虫ベッコウシリアゲ：腹がくつ甲色，小形。

衣
’
’
’
’
一
画
１
脚
圏
曳
畠
．
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
土

…
LOI

179ツノトンボツノトンボ（科）

時期5月～9月

場所池の周辺の草地，ススキなど丈の高い草

解説よくトンボと間違われる。トンボはトン

ノトンボは脈翅目で全く違う仲間。

幼虫はアリジゴクに似て，秋の

草原でよく見かけるが，穴は掘ら

ず葉上で小虫を捕食する。

似た虫キバネツノトンボ：5月

～6月に草原にいる。オオツノトン

ボ：霧島地方にいる。

<ごアブ f=

鶴

癖鬘…

180ホシウスバカゲロウ(ウスバカゲロウ科）

時期6～10月

場所少し山手の森林やそ

解説幼虫はアリジゴクで

大木の根もと，崖下などに穴

をほる。成虫は夜行性で，ひ

らひら飛びながら暗やみで力

を食べる。寿命は1ヶ月。

似た虫ウスバカケロウ：

下や根もとのほか，人家，神

などの床下に穴を掘る。砂丘

帯にコウスバカゲロウが見つ

るか？

7）主ナ〕『）lご柔

千
１
１
１
１
心
。
０
０
グ
ー
１
１
１
１
斗
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181イチモンジセセリ（セセリチョウ科）

時期5～11月，とくに8～10月に多い。

幼虫で越冬。

露場所明るい草地や荒れ地，水田，湿地，

川の堤防，花壇など。

喜鶴裏溌謎
る。幼虫は7～8月，イネの葉を食べて害チ』

ー垂や一

急

電吟
をすることがある。

秋には，チガヤ，ススキなどの葉を筒状

に巻いて，巣を作った幼虫が多い。

似た虫チャバネセセリ（多い)，オオ

チャバネセセリ(少ない)，ガとまちがわれ

るチョウ。

=－＝言写壹=壬

2）

》
一
一

マ

職
唾
●

で
筑

一
の

一
ｍ

鰯 〕

）

←－－．6屯”輌勾一→

182アオスジアケハ(アケハチョウ科）

時期4～5月中旬，6～10月，年に3

～4回発生。蝿で越冬。

場所クスやタブの多い林縁や人家のま

わり，クスの並木，鹿児島市街地にも多い。

解説春はネギ，トベラ，ミカンなどの

花，夏はヤブガラシ，ノブドウ，ソクズな

どの花に集まる。湿った地面に吸水におり

る。飛び方は速い。卵はクスやタブなどの

若葉に産みつけ，幼虫も若葉を食べる。

似た虫ミカドアゲハ：4月下旬～5月

上旬にやや多い。6～10月はまれ。オガタ

マノキ（野生），タイサンボク（植栽）に

産卵する。トウオガタマ（植栽）は好まな

い。

5""Z力虫 虫蘭 ミカドアゲハ

－74－



183アゲハチョウ 184キアゲハ （アケハチョウ科）

アゲハチョウ

時期3月中旬～11月上旬

場所ミカン類の多い人家

のまわり，サンショウ

の多い伐栽地。

解説花壇のい ろ い ろ な 花

にくる。湿地で吸水す

る。ミカン類，サンシ

ョウ類に産卵。

キアゲハ

3月下旬～10月

セリ類の多い浜辺，湿つ

った草地山や丘の頂上

付近。

草原の草花を好む。山

頂にオスが集まってメス

を待つ。ニンジン，パセ

リ，セリに産卵。

礁誤"齢幼・鋤迦酸
｜

’

緑色(体長45nm)

似た虫キアゲハ

黒と黄緑(5Qnm)

アゲハチョウ

6月中旬～10月下旬

185ナガサキアゲハ（アゲハチョウ科）

時期4月上旬～5月下旬，6月中旬～10月下

場所ミカン類の多い人家のまわり。

解説食樹がミカン類，カラタチのような栽培

種に限られるので，人家から離れた山地には少な

い。花壇の花のほか，カラスウリ，クサギ，ネム

ノキなどの花にくる。

似た虫黒いアゲハで後羽に尾状突起がないの

は本種だけで，他にいない。

5僻幼虫

千･･一‘-.

虫
千一一一一11o～1千0繭風一一一

186モンキアゲハ（アゲハチョウ科）

時期4月上旬～5月下旬，6月中旬～

10月下旬。年に3回発生。蛎で越冬する。

場所カラスザンショウの多い樹林や人

家周辺，樹木の多い川くり。

解説裁培ミカンより野生のミカン科（力弓

ンダンなど）に好んで産卵する。いろいろな7

解説裁培ミカンより野生のミカン科（カラスザンショウ，ハマセ

ンダンなど）に好んで産卵する。いろいろな花を訪れるほか，湿地で

よく吸水している。林縁などの一定のコース（蝶道）をつくって飛ぶ

ことが多い。卵は球形で黄色。1～4齢幼虫は烏の糞状，5齢で緑色

となる。

似た虫大きな黄白斑が目立つ黒いアゲハは本種だけで，他にまぎ

らわしい種はいない。

－75－
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I ｆ
Ｉ
Ｉ
ｆ
３

大型アゲハチョウの見分け方

犀くて足 っ(ﾖ°が．ある
－－-『

ノEつけ°か'1"11.
0

ナガサキアケハ

伯蚊か｡､おう
I

モンキアゲハ

斎舜'ご光る
ﾛ

ミヤマカラスアケハカラスアゲハｌ
Ｊ
ｉ
Ｉ

画

ジャコウアケハオナガアケハクロアゲハ

〔ウ'】）

懐はｳﾏﾉｽｽｸヅ
eも

(罰〔〉
コク寸芋

(う!､）
ﾐｶﾝ.寸ﾝシヨワ

(シロチョウ科）

時期3月～ll月，まれに_スジグﾛｼﾛﾁﾖｳ

1，2，]2月にもみる。（暖鶉洲捌
地では2月20日すぎが初見)(抑几133同ｴ句）

場所畑や田んぽ，人家周
輌不のチい畑▽

辺の明るいところ。人家闇辺.山道．
解説キャベツ，ダイコン木かげのり11と言ろ．

などのｱブﾗﾅ科野菜,イヌ辮冨燕
私ﾗｼなどの野草､花壇の酔鱈鰹嚥鶚ゞ
蝶花にもつく。も つ ＜ ・

187モンシロチョウ

←一一ｲ5～鱈P式一

188

時期 2月’3月’4月’5月’6月|i7月|8月|9月|10月|11月|12_B

秋に羽化した

冬を越す。年4

いの発生をくり

成虫で

回<ら

返す。

場所山道，

人家周辺などの

解説ネムノ

マメ科植物が食

似た虫シマ

田畑のま

草地。

キ，ハギ

草。

グロキ チ

－76－



189ムラサキシジミ（シジミチョウ科）

時期一年中見られるが，多いのは6～10月

年に3～4回発生し，成虫で冬を越す。

場所カシ，クヌギなどの林縁，伐採地，山

道に多い。

團
b【華力U~~〃、，、里

迄I舛古愛もざぅ解説夏は地面や葉上の水などを吸っており，

； 寺團ほとんど花には来ない｡'0月頃には越冬に備え繍蕊笠雲霧
てｿバなどで吸蜜する｡冬は枯れ葉の多いアラ翻鞭篝もらう
カシの葉にとまっている。

似た虫ムラサキツバメ：マテバシイ（食樹）

のまわりに多い。緑葉上に集まって越冬。

哀

190ヤマトシジミ（シジミチョウ科）

時期ごくまれに1～2月にも見られるが3～11月に

多く，少数は12月までいる。

場所庭先から道ばた，荒れ地，田畑のまわりなど，

カタバミ群落の近くにごく普通。

解説いろいろな草花の蜜を吸い，明るい草地をちら

ちら飛び，よく葉上にとまる。卵や幼虫は食草カタバミ

の葉裏に多い。食草を鉢植えにして窓の外に置くと，メ

スが産卵にやってくる。

似た虫シルビアシジミ：ミヤコグサ，ヤハズソウの

群落に時々見かける。発見したら博物館におしえて！

(マダラチョウ科）

4～5月は低地に少数見かける。

霧
←23宜滅→

“

シルビアシシミヤマトシジミ

191アサギマダラ（マダラチョr

時期4～5月は低地に少数見かける

6～9月は高地に多く，10～11月には低

地に多い。

場所夏は涼しい山の高地，春，秋は

暖かい低地へ移動している可能性がある

南や北への移動もある。はねに番号を記

入して移動を調査中。

解説春はミカン，夏，秋はオカトラ

ノオ，アザミ，ヒヨドリバナなどで吸蜜

する。食草は，ガガイモ科のキジョラン

など。

似た虫タイワンアサギマダラ：ごく

まれに飛来する迷チョウ。

或､S塞雰

諺
鯨

…

－77－



192ツマグロヒョウモン(タテハチョウ科）

時期3月～11月ならいつでも見つかる

場所家庭や学校の花壇，スミレのある

ぜ道や山道，小高い丘の頂上など。

解説5月頃パンジーをさがすと，幼虫

蝿が多い。秋の終わり頃は，日だまりのス

レを求めてさまよっている幼虫に出合う。

似た虫多いが，みな産地が限られる。

見つかったらエライ1

ウラギンスジヒョウモン・オオウラギンスジヒョ

モン・ミドリヒョウモン・クモガタヒョウモン・

スグロヒョウモン・ウラギンヒョウモン・オオウ

ギンヒョウモン

岬,錘うけ同じ

カラムシの湊裏13.l,のて．’
郊状の業I3すぐ､見つかる．

中I胃とげてげb)効虫が･1､3.
L一〔申1句ウ01ン一一一一

193アカタテハ（タテハチョウ科）

時期春と秋に多く，夏にはやや少ない。

成虫も元気に冬を越す。

場所人家のまわり，川くり，荒れ地，林緑。

解説成虫は飛び方が速くてつかまえにくい。1

1
カラムシ，イラクサで幼虫を探して

飼ってみよう。花より樹液の方が好

きらしい。

似た虫ヒメアカタテハ：ヨモギ

に巣をつくるがやや少ない。南や北に大旅行するン南や北に大旅行するかもしれない？

,擁
"

ウラギンヒョウモン

巽識雪願う

ヒメアカタテハ

心
ｱ的ﾃﾊの印
譜ミo・ﾜーぺ.吾無色

）

194イシガケチョウ（タテハチョウ科）

時期3～4月は冬を越したメスが，新芽

のほころびたイヌビワに産卵にやってくる。

5～10月に3～5回の発生。

場所イヌビワの生える山道や小川ぞい。

解説花の蜜も好きだが，山道の湿地でよ

く吸水している。よく見るとそこに古いカニ

やミミズの死がいがあったり．…･･しないかな？

卵や幼虫は見つけやすい。イヌビワをびん

にさして飼ってみよう。枝を20cmくらいに切

って（水切りがよい）古い葉を除いておけば

水上げがよい。若葉しか食べられないらしい◎

似た虫いない。

＝
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195コミスジ（タテハチョウ科）

時期3月下旬～11月上旬。年に3

～4回の発生をくり返す。

場所日当りのよい林縁，植木の多

い人家のまわり。山道でもよく出合う。

解説低い木の上を軽快に飛び，羽

を開いたまますぐにとまる。花にもよ

く来るし，地面で水を吸い，ヒトの汗

合早,同じ（哀）

黒沌に3本の白いすじ・が勘多
＝ ー

コミスジ､‘,往く’あと

を求めてシ

ズなどマメ
r必

こ血が，

めじ､ろし

kメ ウラナミジャノメ （ジャノメチョ ウ科）

時
年
場
壇
解
ど
幼
に
似

６

－
花
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し
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諏殉=7

口■一へa－BQO

～4回の発

]日ス！‘1首-卜11
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蕊
》
篭
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198クロコノマチョウ（ジャノメチョウ科）

時期成虫で冬を越すので，ほぼ一年中
一一30切れー‐→

見ることができるが，7～10月に多い。

7～9月は夏型の蝶が，10月からは秋型の

蝶が出る。秋型が越冬し，翌春に産卵する。

場所夏はススキの生えた荒れた林道，

お寺や神社の森のまわり，樹林近くの田や

畑の付近。ススキの草原ではなく，少し日

かげのススキがあるところ。水辺のジュズ

ダマの多いところ。

秋～冬は森林の中を歩くとよく飛び立つ。

解説早朝と夕方にフワリ，フワリと飛

び，樹液や腐果で吸汁する。秋は落ちた柿

の実によく来る。ススキやジュズダマに産卵。

似た虫ウスイロコノマチョウ：冬は死

んでしまうが，毎年6～7月頃，南から飛

来し，その子孫が8～10月に多い。街灯に

来る。

宣里舌豆型早

崖卿画…皇

199エビガラスズメ

時期5～10月。

年2回発生。

場所畑 や 人 家 の

まわり。人里昆虫。

解説アサガオ，

ヒルガオ，ヨルガオ，

サツマイモ，アズキなどにつくイモムシ。

似た虫スズメガ科は多いが，大きいので図鑑で分かる。

200オオスカシバ（スズメガ科）

時期6～9月。年2回発生。蝿で越冬◎

場所低山地の川くり，住宅地に多い。

解説クチナシに産卵，幼虫（イモムシ）

食べて木を丸坊主にする。昼間に飛び，羽が

ハチに似ている。

似た虫リュウキュウオオスカシバ：8～

－80－

謡軸幼虫(紳色）鋳仏s”嵐

スイロコノマチョウ

-＞

スズメ



201シンジュサン(ヤママユガ科）

時期5～6月，8～9月の年2回

発生。大きな幼虫は7～8月，9～10

月に庭木で見られる。蝿で越冬。

場所人家周辺～低山地，公園など。

解説種名は幼虫がシンジュの木を

食べるカイコ（鑿)の意。クロガネモ
チ，クスノキ，ナンキンハゼ，ハマセ

ンダンなど多くの樹木につく。大きな

羽でフワリ，フワリと飛ぶが，口は退

化していて餌はとらない。寿命は？

似た虫ヨナグニサン：沖縄県にいる。

202オオトモエ（ヤガ科）

時期5～9月に2回発生する。蟠で

越冬。

場所低山地のうす暗い森林の山道を

歩くと，フワ，フワ飛び出してびっくり

させ られるo..~.-

解説幼虫はサルトリイバラを食べる。

似た虫シロスジトモエ：ぐっと小さ

いのですぐ分かる。

鯉

、
ともえ

巴七Jうめある力､．

職 羽‘,寒'す粘崇いう．この興尋いうが､
､目ざに見え,てび‘､くりする外敵1ｺ何？

シロスジトモエ

203トンボエダシャク(シャ

時 期6 月

場所林縁，人家周辺。

解説昼間，ネズミモチの花に

林のまわりをひらひらと飛びまわ

虫はツルウメモドキにつく。

似た虫ウメエダシヤク：成虫

～8月に発生。昼間，ゆっくりとりと飛ぶ。

G一一一一一一一50～60mm一一

篭
ウメエダシャク
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204サツマニシキ（マダラガ科）

時期年2回，7～8月と9～10月に発生。卵まj

たは若齢幼虫で越冬。

場所ヤマモガシのある暖地，照葉樹林のまわり，

樹林近くのソバの花に来る。

解説“薩摩錦”の名のようにあでやかで，昼間

にフラフラと舞うように飛ぶ。つかまえると胸から

臭い黄色の液をぶくぶくと泡状に出す。これは毒.ノ

死んだふりもうまい。幼虫はヤマモガシなどを食べ

る。

似た虫オキナワルリチラシ：8～10月，ヒサカ

キ（食樹）の花で吸蜜する。

卵また

一％～90諒鈍一一＞

3黒くて青緑色に光る

－－65画“一一一

麺

瀞
オキナワルリチラシ

205ハンミョウ(ハンミョウ科）

時期4～9月

場所低地，山地の少し湿った路上

荒れ地に多い。

解説地面におりて，すばしこく走

が近づくと道を先へ先へと案内するよう（

“みちおしえ”“みちしるべ”の名もあ

似た虫コニワハンショウ：山道に

このほか白黒色の種類は9種いる。

小
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｐ
ｏ
Ｂ
ｊ
ｌ
Ｊ

野

霧

'。
４
０
雨
，
扇
貞
ヌ
↓

竃

206マイマイカブリ（オサムシ科）

時期ほとんど一年中見られる。た

だし，冬は土中や切り株の中にいる。

場所カタツムリやミミズの多い森

の中、積んである枯れ草の下，山地の

ほそう道路の側溝にも落ちていること

がある。

解説羽は開かないので飛べない。

歩行虫のなかま。地表を長い足で歩き

まわり，幼虫や成虫もカタツムリやミ

ミズを食べる。

似た虫いない。オサムシ類が少し

似ている。

ふ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ム
函
１
ｍ
函
自
輿
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
中

管.アメリカのカタ､ｿムリを
返泊する辰"》IE5o円ざ風
d7Wtて遡米し展ｲ中朋も!13.

全体,原色
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20アオオミズスマシ(ミズスマシ科）
′、

鰯
《
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
函
＃
一
○
劃
良
１
１
１
斗

時期一年中。冬にも見られる。

場所池沼に多い。

解説水面をくるくる活発に泳ぎ

わり，ボウフラや水面に落ちた小虫

食べる。目は空中と水面を同時に見

ことができる。

似た虫ヒメミズスマシ(4.6～5.2

：多い。

コミズスマシ(4.9～5.anIn):小さく

すばしっこい。多い。

ミズスマシ（6～7.5m):きわめてま

水面ル

Ｑ
Ｃ
ｅ
つ

８

平炭

厚／

鶏

211サツマコフキコガネ(コガネムシ科）

時期6～8月

場所森林やその周辺部。 1
解説「薩摩の粉を吹くコガネ虫」の名箏

のとおり，こげ茶の地色に白っぽい毛が密澤
鼻

生し，粉を吹いたように見える。手でつか↓

むと毛がとれて光沢ができる。クリ，クヌ
体

ギの葉などに群生することがある。

似た虫オオコフキコガネ：地色のこげ茶

色が濃い。前足のすねの突起数もちがう。

212マメコガネ(コガネムシ科）

時期5～10月，年1回の発生？

場所畑やその周辺，山道に沿ったやぶ，

低木の葉上◎

解説成虫は昼間に活動し，マメ科植物

各種のほか，ブドウの葉も好み害虫として

嫌われることがある。山道ではヤナギなど

いろいろな植物に群生している。夜の灯火

には飛来しない◎

卵は地中に産まれ，幼虫は若い根などを

食べる。

似た虫いない。

アメリカIこ宛旬て喧虫と”．

傘
０
１
１
１
今
’
一
四
剴
戸
ヌ
ー
１
妙

の
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210カブトムシ（コガネムシ科）

時期6月下旬～8月

場所シイ・カシ類の多い森林，クヌギ，コナラ，

クリなどの林。人里にも多い。

(2oB)

食べ．もの1コ

密集土
オガ､クズ、

ぼさつ腱4の＞

朽木のくず､ノ
。

シ

213カナブン（コガネムシ科）

時期7～8月

場所森林，樹液の出るカシ・クヌギなどの林。

解説昼間，樹液にぶんぶん飛びまわりながら 体邑は'銅色・録銅色・緑色の型ヵvある
集まってくる。カブトムシやコガネムシ類とは

び方，前羽の開き方がちがうので，よく見よう

似た虫アオカナブン：緑色に光る美しい虫

カナブンの緑色型に似ている。

小
１
１
‐
い
い
Ｉ
凹
至
ロ
ユ
ー
Ｉ
↓

鱈
プ

214シロテンハナムグリ（コガネムシ科）

時期5～9月上旬。

場所森林，シイ・カシなど樹液の出る木の

周り。

解説昼間，樹液に集まる。名に反して花に

は来ない。幼虫は腐葉土を食べるので，カブト

ムシと同じように飼育できる。

コガネムシ類の幼虫はカブトムシの幼虫に似

るが小さい。鹿児島の方名“つぼむし"◎

似た虫シラホシハナムグリ：数は少ないが

樹液のあるところで見つかる。

小形で毛の多いハナムグリ，コアオハナムグ

リなどは，花に集まる。

４
１
１
１
１
１
い
○
Ｊ
い
い
自
且
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
申

シロテンハナムグリシラホシハナムグリ
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215アオドウガネ（コガネムシ科）

時期7～8月

場所森林樹林の多い人里。

解説いろいろな草木の葉を食べる。その種類

を調べてみよう。夜間，灯火によく飛んで来る。

似た虫ドウガネブイブイ（銅鉦蚕蚕）：ひと

まわり大きくて，銅色（にぶく黒褐色に光る)。

命
－
１
１
雷
ｆ
四
国
β
食
’
し

胃

(にぶ・'1

アオドウガネ

(メモ）ぶいぷいとは，ぶうぶううるさく文句をいって

人にうるさがれる者。

思いあたりますか？だからこんなことになるのです。

「こがねむし投げうつやみの深ささかな」

これほど身近な虫なのでしょう。

繩
一

ドウガネプイブイ
倉菫．．■､■

216タマムシ（タマムシ科）

時期7～8月

場所エノキの大木の樹冠，枯れかかった

枝や衰弱した木の材部に産卵し，幼虫も材を

食べるので，そのような木をさがす。

解説エノキのほかサクラ，カシ類にも卵

を産みつける。幼虫は3～4年かかって材を

食べるので，枝が枯れることがある。むかし

はまき割りの時によく幼虫が出てきた。

成虫はなにも食べず，飼育はむつかしい。

似た虫ウバタマムシ？

傘
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
“
。
§
△
一
旦
里
》
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
や

と

Ｆ
ソ
・
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21フウバタマムシ(タマムシ科）

時期6～8月に多いが，成虫で越冬し

ものが春にも見られる。

場所松林，新しく切り倒されたマツ，

死したマツ。幹のまわりをさがす。

解説幼虫は枯れたクロマツ，アカマツ

2～3年後，樹皮下で蝿化する。

似た虫サツマウバタマムシ：やはりマ

につく。昔は多かったが今は？

岸講壼

潮騨
アカマツの

蕊鵬
：やはりマツ

字谷
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218テントウムシ(テントウムシ科） テントウムシの勤王蚊の虫具－

時期1年中。

集団越冬。年数回

場所畑や荒れ

アブラムシ類の多

ころ。

解説成虫も幼

アブラムシ類を食

似た虫たくさ

るが，これだけは

わないで…“テン

（ニジュウ

弓のすき階

"

蟻麓

219ゴマダラカミキリ（カミキリムシ科）

時期6月下旬～8月。

場所低山地，人里付近。

解設ミカン，センダン，アカメガシワなど

の木に飛来し，幹をかじって皮下に産卵する。

幼中は幹の中を堀り進む“鉄砲虫"･ミカン

の害虫ではあるが，鹿児島県産カミキリムシ類

300種の代表。よろしく､/

卵から成虫になるまで2年かかる。

似た虫キボシカミキリ：黄白色斑がある。

ぐ－25一35碗ぺ一今

＝

噸’：:‘”」、師．'…．

(円筒形で'3L首色）

220クロウリハムシ(ハムシ科）

時期一年中見られる。

場所人里や畑のまわり，低山地。霧島山高千穂峰など董

高い山の頂上にも多数吹き上げられてくる。 扇

解説カラスウリなどウリ類のほかエノキなどにもつく。

へ
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’
＠
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守
宮
Ｑ
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一
″
伊

y､ﾊﾊﾊﾊﾊﾊﾊ~･宝石のような甲虫・ハムシのなかま､,､,､ﾊﾊー ､,､， 似た虫

、

、
〃
／
夕

” 繍鮴：記
汀

っ色
レンジ

に

斑

黄金色
に

黒斑 rｼウリ観の噌虫

アトポシハムシヨモギハムシヤナギハムシ
（5～6mm)(7～10mm)(7～8mm)

<植物〉アマチャヅルヨモギ・キクヤナギ

V…………ー…………………………－－………、

イチモンジカメ／コハムシ

（8～9mm)

ムラサキシキブ

ムシ

<工）
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221オオゾウムシ(オサゾウムシ科）

時期一年中。成虫で1～2年生きるものがあ

ものがある。

場所クワガタムシなどといっしょに

クヌギ，カシ類の樹液に来ている。

解説幼虫はマツ，スギ，クヌギ，カ

シ類の枯れ木に潜入する。

似た虫シロコブゾウムシ：ハギ，フ

ジ，クズなどマメ科植物の葉上に多い。

体長15～17m．白かつ色。

シロコブソウム

222ヘイケボタル(ホタル科）

時期5～11月。幼虫のすむ環境が

いろいろあるので出現期はばらつく。

6～7月に多い。

場所池，湿地，小川の近く。

解説浅い池や田んぽの溝川など少

し汚れた水にも住み，幼虫はモノアラ

ガイなどの貝を食べる。

似た虫ヒメボタル：幼虫は陸生で

カタツムリを食う。5～7月，林の中

で輝くように光る。メスは飛べない。
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§卵･動由･鍋も光る．
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…ケンジボタル(沸為付近
S－7月

223クロオオアリ（アリ科）

時期4～11月

場所日当りのよい乾燥地，草地，アブラムシ，カイ

ガラムシのついた低木。

解説庭や畑道で見かける黒い大きなアリ。死んだ虫

などを食べ，木に登ってアブラムシなどの甘露（分泌液）

もなめる。

働きアリと兵アリの区別はつけにくい。羽アリの飛出し

は5月下旬の昼間で夜，電灯に飛来することはない。

巣の出入口はむき出しになっている。

鍋蕊

-.ﾍ〉

蝉蠅必 、

難
白
い
に

(即朗19助〉守手畏鯰､､＞
一一ー〆－戸▽vｰ‐ｰーーーU－ー一宅マ－写、

ノ似た虫ハヤシクロヤマアリ（平地)，クロヤマアリ(山地）
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224コガタスズメバチ(スズメバチ科）

時期一年中いるが，7～10月が多い。

場所山地から人里付近。樹液やヤブガ

ラシなどの花のまわり。

解説朽木などで越冬した一頭の女王が

5月から巣作りを始め，夏から秋に数が増

える。幼虫の餌はアブ，ハエ，ハチなどい

ろいろな昆虫。

巣はイヌマキなど低木の枝｡時に人家の軒

先，電線につくる。

似た虫ヒメスズメバチ：腹が細長く，

先が黒い。

※鹿児島ではスズメバチ類を“クマバ

チ ” と よぶことがある。オオス

しま

225フタモンアシナガバチ(スズメバチ科）

時期メスが一頭または集団で越冬◎夏～秋に多い。

…

へ
１
１
１
‐
一
千
。
４
一
画
■
も
ｒ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
寺

ヤ

似た虫セグロアシナガバチ，キアシ

ナガバチ，ヤマトアシナガバチ，キボシアシナガバチ，コアシナガバチ

226クマバチ(コシブトハナバチ科）

時期4～10月

場所フジなどの花のまわり，

ひらけた丘の頂上，低山地～人里。

解説スギ，ヒノキ，サクラな

ど朽木，枯れ枝にトンネルをほっ

て5～7個の子供部屋を一列に並

べ，花粉塊をつめて産卵する。

花に来ているもののほか，空中

でおいかけっこをしているオスが目につく。

似た虫いない。しいてあげれば．………

電零毒議篝菫謬

篭 鱈’

クロマルハナバチ

（12～19mm)
トラマルハナバチ

（10～18mm)しいてあげれば．……………………･………
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22アミツバチ(二ホンミツバチ）

時期3月下旬～10月下旬

場所樹林近くの野生種の花が多い

ところ。あでやかな栽培種の花は蜜が

少ないのか，あまり好まれない。

解説日本の在来種で昔は飼育され

ていた。大木の幹の割れ目などに巣を

つくる。

似た虫ヨウシュミツバチ：“洋種”

の名のとおり西洋からの移入種。飼育

される。暖かいと冬でも活動する。

(ミツバチ科）

や
Ｉ
ｌ
Ｉ
５
ｆ
Ｆ
２
良
１
１
Ｖ

ヨウシュミツバチ

二ホンミツバチ

13長らごバチ

1
14mm

↓
諺鮮

ニッポンヒゲナガハナノ

(尋臆し力嬢田で､ゴか､して釣Jう）

羽にうすい
紋がある。

228ハナアブ(ハナアブ科）

時期3～11月

場所花の咲いている明るいところなら

どこにでもいる。とくにキク科，セリ科の

花に多い。春はネギやニンジンの花，秋に

↑
ｌ
泥
～
配
、
１
１
↓

理

花に多い。春はネギやニンジンの

ソバの花，冬はヤツデの花でよく

解説幼虫は汚水の中で生活す

があるウジ。成虫はハチに似てい

ない。

似た虫シマハナアブ：同じよ

るにいるが小型(10～12m)で胸が

吸琵

ろ長 職

-⑳
罰碕【ま>例0)数をよくt

229ウシアブ(アブ科）

時期7～8月

場所牧場や畜舎の周辺，涼し

木かげや川くり，橋の下、林間な

解説幼虫は湿った地中で一年

たは二年(？）で成虫になる。

牛馬などのほか，ヒトの背中な

に音もなくとまって血を吸うこと

ある。ご用心！だけど，これが

ない自然なんて……◎

似た虫アカウシアブ：林間に

○
○

渉ゞ
アカウシアブ：林間にいる。
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230シオヤムシヒキ(ムシヒキアブ科）

時期6月～9月。夏休みの頃多い。

場所平地～山地の林縁，人家周辺。

市街地の街路樹にいることもある。

解説卵は地中に産卵する。幼虫は

コガネムシの幼虫を食う。成虫は見晴

らしのよい葉上などにとまり，コガネ

ムシなどをつかまえて，体液を吸う。

うっかり手づかみすると刺されるから

注意。

似た虫アオメアブ：目が青緑色。

トラフムシヒキ：海辺の松林に多い。

’

塞謬霧 I

１
１舞芝

繍
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この解説集に取ﾚﾉあげられた

路傍300種（昆虫90種）に含まれない昆虫

ア

アオカナブン

アオハダトンボ

アオメアブ

アカアシクワガタ

ァカウシァブ

アカスジカメム シ

アキアカネ

アトポシハムシ

アミガサハゴロモ

イ

イチモンジカメノコハムシ

イチモンジチョウ

ウ

ウスイロコノマチョウ

ウスバカゲロウ

ウスバカマキリ

ウチワヤンマ

ウメエダシヤク

ウラギンスジヒョウモン

ウラギンヒョウモン

ウラナミジヤノメ

ウリハムシ

エ

エゾン､ルゼミ

オ

オオアメンボ

オオイトトンボ

オオウギンスジヒョウモン

オオウラギンヒョウモン

オオカマキリ

オオクロバエ

オオクワガタ

オオゴキブリ

オオコフキコガネ

オオスズメバチ

オオツノトンボ

オオチヤバネセセリ

オオハラビロトンボ

オキナワルリチラシ

オナガアゲハ

カ

カヤキリ

カラスアゲ ハ

キ

キアシナガバチ

キイロサナエ

キト ンボ

キバネツノトンボ

キボシカミキリ

キョウチクトウスズメ

ク

クサカゲロウ

クヌギシギゾウムシ

クモガタヒョウモン

クルマバッタ

クロアゲハ

クロイワツクツク

クロゴキブリ

クロスジギンヤンマ

クロマルハナノ§チ

クロヤマアリ

ケ

ケブカクロバエ

ケブカスズメバチ

ケラ

ゲンジボタル

池

(213）

(141）

(230）

(208）

(229）

(168）

(152）

(220）

(175）

ノ

ノシメトンボ

ハ

ハナムグリ

ハネナガヒシバッタ

ハネビロトンポ

ハヤシクロヤマアリ

ハラビロカマキリ

ハラボソトンボ

ヒ

ヒグラシ

ヒシバッタ

ヒナカマキリ

ヒメアカタテハ

ヒメアカネ

ヒメアメンボ

ヒメカマキリ

ヒメジヤノメ

ヒメシロオビアワフキ

ヒメスズメノ、チ

ヒメハルゼミ

ヒメボタル

ヒメミズスマシ

ヒラタクワガタ

ヘ

ベッコウシリアゲ

'､ミッコゥハゴロモ

マ

マイコアカネ

マメクワガタ

ミ
ヘ

ミカドアゲハ

ミズスマシ

ミドリヒョウモン

ミナミアオカメムシ

ミナミヤンマ

ミヤマアカネ

ミヤマカラスアゲハ

ミヤマカワトンボ

ミヤマクワガタ

ミンミンゼミ

ム

ムスジイトトンポ

ムラサキツバメ

メ

メスグロヒョウモン

モ

モンキチョウ

ヤ

ヤスマツトビナナフシ

ヤナギハムシ

ヤブキリ

ヤマトアシナガバチ

ヨ

ヨウシュミツバチ

ヨナグニサン

ヨモギハムシ

リ

リスアカネ

(152）ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

９
４
４
２

２
２
６
２

２
２
１
２

く
く
く
く

(214）

(162）

(153)

(223）

(156）

(150）

コ

コアオハナムグリ

コオニヤンマ

コカマキリ

コシアキトンポ

コバネイナゴ

コジャノメ

コノシメトンボ

コブナナフシ

コミズスマシ

サ

サツマウノfタマムシ

シ

シオヤトンポ

シマハナアブ

ジャコウアゲハ

ショウリョウバッタモドキ

シラホシハナムグリ

シルビアシジミ

シロコブゾウムシ

シロスジトモエ

ス

スヶバハゴロモ

スジグロシロチョウ

スジクワガタ

セ

セグロアシナガバチ

セスジイトトンポ

タ

タイリクアカネ

タイワンエンマコオロギ

タイワンクツワムシ

タイワントビナナフシ

タガメ

チ

チビクワガタ

チャバネセセリ

ツ

ツマキチョウ

ツマグロキチョウ

ト

ドウガネブイブイ

トゲナナフシ

トゲヒシバッタ

トビナナフシ

トラフムシヒキ

トラマルハナバチ

ナ

ナツアカネ

ナナフシモドキ

ナナホシテントウ

ニ

ニジュウヤホシテントウ

ニッポンヒゲナガソ､ナバチ

ニワハンショウ

ネ

ネキトンボ

ネブトクワガタ
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(148）

(156）

(151）

(165）

(197）

(152）

(158）

(207）
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ｊ
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ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
刀
〕

４
２
６
３
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６
７
６
４
３
２
０
側

Ⅳ
蝿
鴫
四
鴫
焔
鴫
岨
Ⅳ
配
Ⅳ
配
２
２

く
ｌ
Ｉ
く
く
Ｉ
ｌ
く
Ｉ
Ｉ
く
く

(220）

(195）

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
３
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

兜
帥
弱
妬
０
蛇
蛇
卵
別

１
１
１
１
２
１
１
１
２

く
く
く
く
く
く
く
く

(217）

(150）

(228）

(186）

(161）

(214）

(190）

(221）

(202）

(173）

(178)

(175）(169）

(144）

(192）

(192）

(156）

(229）

(209）

(157）

(211）

(224）

(179）

(181）

(149）

(204）

(186）

(175）

(187）

(209）

(152）

(209）

、
Ｊ
１
、
ｊ
刀
帥
幻
⑳
帥
創
り

艶
Ｗ
蛇
６
４
５
８
４
０
７

１
２
１
１
１
１
１
１
２
１

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

(225）

(144）

(152）

(160）

(159）

(158）

(177）

(209）

(181） ｊ
ｊ

坐
朗

１
１
ｌ
く

(166）

(186）

(187）

(188） (192）(225）

(146）

(152）

(179）

(219）

(199)

(187）(215）

(158）

(162）

(157）

(230）

(226）

(158）

(220）

(166）

(225）(180)

(221）

(192）

(163）

(186）

(174）

(157）

(147）

(226）

(223）

(227）

(201）

(220）

ｊ
ｊ
ｊ

２
８
８

５
５
１

１
１
２

く
Ｉ
く

(152）

(200)

(143）

(218）

(227）
(205）

リュウキュウオオスカシノミ

リュウキュウベニイトトンポ

合計153種

これに路傍90種を加えると

243種

(152）

(209）
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